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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成20年５月13日の決算発表時に公表した平成21年３月期（平
成20年４月１日～平成21年３月31日）の業績予想等を下記のとおり修正いたしましたのでお知ら
せいたします。 

記 

１．第２四半期累計期間の業績予想数値との差異（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前回発表予想 （Ａ） ２,１５０ ５０ ６０ ３１ ３円８８銭

今 回 実 績 （Ｂ） ２,１０１ １１６ １５６ ７ ０円８８銭

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △４９ ６６ ９６ △２４ － 

増 減 率 （％） △２．３ １３２．０ １６０．０ △７７．４ － 

(ご参考)前年同期実績 
(平成 20 年３月期中間) 

２,２６０ １１７ １９６ ６６ ８円１８銭

 

２．通期の業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想 （Ａ） ４,４５０ １４０ １７０ ９２ １１円５３銭

今回修正予想 （Ｂ） ４,２００ １６５ ２０５ ２０ ２円４３銭

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △２５０ ２５ ３５ △７２ － 

増 減 率 （％） △５．６ １７．９ ２０．６ △７８．３ － 

(ご参考)前期実績 
(平成 20 年３月期) 

４,４５０ ２１３ ２９９ １２８ １５円９７銭

 



 

３．業績予想の修正の理由 

（1）第２四半期累計期間 

売上高につきましては、スパンクリート事業で売上数量が計画比未達となったため、前
回予想を若干下回る見込みでありますが、営業利益及び経常利益につきましては、不動産
事業（ビル賃貸）は堅調に推移しており、スパンクリート事業も売上粗利単価の改善が進
展したことから、前回予想値を大きく上回る見込みであります。一方、純利益につきまし
ては、米国発の金融危機に端を発した株式市況の低迷による有価証券の強制減損処理等の
特別損失を計上せざるを得ないため、前回予想を下回る見込みであります。 
 

（2）通期 

通期につきましても、第２四半期累計期間の業績予想数値に差異が生じたこと、また、
下期も厳しい経営環境の継続が予想されることから、前回公表の予想を修正いたします。 
 

（注）上記の業績予想は、本紙資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも
のであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以  上 

 


